
広報WARABI ● 平成26年３月１日発行 ／ 発行所・蕨市役所
● http://ｗｗｗ.city.warabi.saitama.jp/
● 蕨市の面積　５.10km２

● ２月１日現在人口：72,177人 前月比  －52人
 　　　　　　　　　   男 36,643人　女 35,534人
　　　　　　　　　 世帯数：35,694
　　　　　　　　　 人口密度：14,152人／km２

2014/平成26年
わらび・753

高齢者の皆さんと育む交流
地域に目を向け温かな心を

　地域との触れ合いの輪を広げようと、
中央小学校では４年生の児童57人が通
所介護施設「ケアサポートわらび｣を訪
問しています｡ この日は高齢者の皆さ
んに手作りカードで自己紹介。最初は
緊張ぎみの児童たちも自然と打ち解け、
笑顔もはずむ楽しい時間となりました。

～今月の特集～
　◦広がる
　　　地域の安全安心

２月10日、ケアサポートわらび（中央６丁目）で交流を深める４年１組の児童たち



【　　】2【　　】3

で
は
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
な
か
で
、
昭
和

56
年
以
前
の
旧
耐
震
基
準
で
設
計
さ
れ

た
公
共
施
設
の
耐
震
化
を
計
画
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
も
、
子
ど

も
た
ち
の
安
全
を
最
優
先
に
考
え
、
平

成
20
年
度
か
ら
学
校
施
設
の
耐
震
化
工

事
に
着
手
し
ま
し
た
。
第
一
段
階
と
し

て
行
っ
た
の
が
20
棟
の
小
・
中
学
校
校

舎
で
す
。
校
舎
内
の
壁
や
柱
を
補
強
し

た
り
、
教
室
の
窓
付
近
に
鉄
骨
の
筋
交

い
を
入
れ
た
り
し
て
、
大
き
な
地
震
に

も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
工
事
を
23

年
度
ま
で
順
次
行
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
続
き
、
新
耐
震
基
準
を
満
た

す
二
中
を
除
い
た
９
つ
の
小
・
中
学
校

体
育
館
の
耐
震
化
と
大
規
模
改
修
を
実

施
し
ま
し
た
。24
年
度
は
東
小
・
西
小
・

南
小
・
塚
越
小
の
４
校
、
25
年
度
は
北

小
・
中
央
小
・
中
央
東
小
・
一
中
・
東

中
の
５
校
で
工
事
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

る
ほ
か
、
災
害
時
に
は
地
域
の
避
難
所

と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
施
設
で

す
。そ
の
た
め
、耐
震
化
と
と
も
に
環
境

の
整
備
や
機
能
の
充
実
も
図
り
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
工
事
も
先
月
に
は
終
了
し
、

子
ど
も
た
ち
の
利
用
が
始
ま
っ
た
体
育

館
。
今
回
の
耐
震
化
完
了
に
伴
い
、
蕨

市
の
学
校
耐
震
化
率
は
１
０
０
％
と
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
総
事
業
費
は
校
舎

と
体
育
館
を
合
わ
せ
て
、
22
億
円
以
上

に
上
り
ま
し
た
が
、
国
の
補
助
金
を
積

極
的
に
活
用
し
、
市
の
負
担
を
６
割
以

下
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、引
き
続
き
、災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
、
実
施
中
の
保
育
園

や
公
民
館
に
加
え
、
他
の
公
共
施
設
に

お
い
て
も
耐
震
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

体
育
館
の
耐
震
化
で
は
、
鉄
骨
の
梁は

り

や
筋
交
い
な
ど
を
新
設
し
、
躯く

体
の
補

強
を
施
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

耐
震
性
能
が
向
上
し
、
文
部
科
学
省
で

定
め
て
い
る
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
他
、
照
明
器
具

や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
の
落
下
防
止
、

強
化
ガ
ラ
ス
の
設
置
と
い
っ
た
非
構
造

部
材
の
耐
震
化
も
行
い
ま
し
た
。今
後
、

二
中
の
体
育
館
に
お
い
て
も
非
構
造
部

材
の
耐
震
化
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
大
規
模
改
修
で
は
床
、
内
壁
の

張
り
替
え
と
い
っ
た
内
装
や
屋
根
、
既

設
ト
イ
レ
な
ど
の
改
修
に
加
え
、
車
椅

子
対
応
の
ト
イ
レ
も
新
設
し
ま
し
た
。

学
校
体
育
館
は
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
利
用
す

　塚越バドミントンクラブに所属し、
週３回、東小学校の体育館で練習し
ています。耐震化とともに行われた
大規模改修によって、床やトイレな
どがきれいで快適になったと会員一
同､口をそろえています。安全安心の
まちづくりに加え、多くの人が利用
する施設の充実は喜ばしいことです。

　西小学校に子どもが通っています。
体育館の耐震化を終えて、学校耐震
化率が100％になったのは保護者と
して、とても心強いことです。こう
した事業には多額の費用がかかるで
しょうが、必要なことにお金を使う
のはたいせつだと思います。これか
らも計画的に進めてほしいですね。

星
ほし

野
の

 任
つこう

さん
塚越５丁目・71歳

峯
みね

岸
ぎし

 真
ま

紀
き

子
こ

さん
錦町２丁目・42歳

市
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｢新しくなった体育館を御覧ください｣ と、中央東小の児童たち

　

平
成
24
・
25
年
度
に
か
け
て
行
っ
て
き
た
９
つ
の
学
校
体
育

館
の
耐
震
化
と
大
規
模
改
修
が
先
月
完
了
し
、
こ
れ
に
伴
い
、

学
校
耐
震
化
率
は
１
０
０
％
と
な
り
ま
し
た
。
今
月
は
安
全
性

が
高
ま
り
、新
し
く
な
っ
た
体
育
館
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

～
学
校
耐
震
化
率
１
０
０
％
に
～

安
全
で
き
れ
い
に
な
っ
た

　
　
　
　

 

み
ん
な
の
体
育
館

市 民 の 声　～ 体育館の利用者や保護者の皆さんにお話を聞きました ～

改修で利用も快適に 心強い耐震化の完了

児　童

リポー
ター

私たちが見た新しい体育館

　先月から使える
ようになった体育
館。中央東小学校
５年生の児童リポ
ーターが新しくな
った体育館の特徴
について、建築課
の伊

い
東
とう

安
やす

治
はる

係長に
お話を聞きました。

早川歩奈さん（写真右）
半田実季也さん（中央）

本体の強度UP

新しいトイレも

　強い地震にも耐
えられるように、
幅15㌢、長さ５㍍
以上の鉄骨の梁を
付けたそうです。
ふだんはあまり目

　高齢者や障害が
ある人にも使いや
すいように、車椅
子対応のトイレが
新しく設置されま
した。今まであっ

立たないけれど、私たちの大きな体育館を支え
てくれている、頼もしい物だと分かりました !

たトイレも和式から洋式の温水洗浄便座になっ
てきれいで使いやすいとみんな喜んでいます !

バスケットゴールや照明の落下防止対策

　天井につるされてい
るバスケットゴールや
照明も強い地震にも耐
えられるように工事を
したそうです。体育館
の本体だけでなく、他
の設備も対策が行われ
ていて、安心ですね !

早
はや

川
かわ

 歩
あ ゆ

奈
な

さん

半
はん

田
だ

 実
み

季
き

也
や

さん

学校体育館耐震補強等工事の概要
工事＝ ♧耐震補強 ♧屋根防水改修 ♧外壁

改修 ♧内装改修（床、内壁、建具等） 
♧トイレ（洋式化､ 車椅子対応トイ
レ増設） ♧落下防止等の防災機能強
化（照明器具・バスケットゴール落
下防止、窓ガラス飛散防止）

実施＝ 全７小学校・一中・東中
　　　※ 二中は新耐震基準を満たしている

ため、非構造部材の耐震化を予定

　体育館が耐震化されたの
は知っていたけど、今まで
気づかなかった所に梁が付
けられたり、天井から落ち
ないように工事されたりと
いろいろな発見ができまし
た。トイレも明るくきれい
になって、うれしいです。

　説明を聞いて、安全な体
育館になったんだなと分か
りました。車椅子でも入れ
るトイレや入口にスロープ
が作られ、バリアフリーも
進んでよかったです。あと、
センサーで電気がつくトイ
レにはびっくりしました。

特集：広がる地域の安全安心

Point
1

Point
２

Point
３



広報WARABI　4→市役所玄関に掲示するほか市ホームページやテレビ広報「ハローわらび」でも公表　詳細＝人事課（緯433・7746）

情
報
ダ
イ
ヤ
ル

　

掲
載
は
無
料
。
申
し
込
み
は
秘

書
広
報
課（
緯
433
・７
７
０
３
）へ
。

〔
譲
り
ま
す
〕

▼
ヘ
ア
ア
イ
ロ
ン
（
マ
イ
ナ
ス
イ

オ
ン
機
能
付
き
）　
新
品
同
様　
取

り
に
来
て
く
れ
る
人　

価
格
は
応

相
談
≪
本
間
・
緯
445
・
８
５
３
３
≫

〔
見
に
来
ま
せ
ん
か
〕

▼
東
中
学
校
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏

会　

28
日　

午
後
５
時
半　

市
民

会
館
≪
岩
﨑
・
緯
442
・５
３
７
０
≫

▼
第
二
中
学
校
吹
奏
楽
部
定
期
演

奏
会　
29
日　
午
後
１
時
半　
市
民

会
館
≪
北
添
・
緯
443
・
２
６
７
０
≫

▼
第
一
中
学
校
音
楽
部
定
期
演
奏

会　

30
日　

午
後
１
時　

市
民
会

館
≪
竹
村
・
緯
442
・
２
５
３
３
≫

▼
左
手
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
～
智
内
威

雄
と
ヤ
ン
・
グ
レ
ム
ボ
ツ
キ（
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
）
の
デ
ュ
オ
～　

20
日 

午
後
７
時　

文
化
ホ
ー
ル
く
る

る　

１
８
０
人　

当
日
券
２
５
０

０
円
≪
森
上
・
緯
443
・
２
８
４
９
≫

〔
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
〕

▼
蕨
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ｗ
ａ

ｒ
ａ
ｖ
ｖ
ｉ
ｃ
ｃ
ｏ
」　

第
１
・

３
日
曜
日
の
清
掃
活
動
や
市
内
の

各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
・
交
流

な
ど　

高
校
生
～
大
学
生
≪
赤

尾
・
Ｅ
メ
ー
ルw

aravvicco@
gm

ail.com

≫

▼
Ａ
Ｂ
Ｃ
キ
ッ
ズ
（
幼
児
英
会

話
）　

月
３
回
水
曜
日　

午
前
10

時　

北
町
公
民
館
か
旭
町
公
民

館　

月
２
３
０
０
円　

未
就
園
児

≪
田
中
・
緯
447
・
１
８
３
９
≫

29日（土）と4月5日（土）は
市役所窓口の一部が利用できます
開設時間＝午前8時半～正午

　引っ越しが多くなるこの時期、平日、市役所へお越
しいただけないかたにもご利用いただけるよう、29日
と４月５日の土曜日に、市役所の窓口を一部開設しま
す。平日と同様の取り扱いができないものもあります
ので、ご不明な点は、事前に担当課へご連絡ください。

開設窓口 取　り　扱　い　業　務 特記事項

市民課（１階）
緯433・7751

（異動、証明書関係）
⃝転入、転出、転居などの各種異動届出の受付
⃝住民票に関する証明書の交付
⃝印鑑登録、証明書の交付
⃝戸籍の届出の受領
⃝戸籍に関する証明書の交付
（国民年金関係）
⃝転入時の国民年金関係届（1号被保険者）の受付
⃝国民年金の資格取得・喪失手続き
⃝申請免除・学生納付特例申請などの受付

○ 住民基本台帳の閲覧、住所の付
定、広域交付の住民票の交付、
住基カードの申請・交付、電子
証明書の申請はできません

○ 戸籍の届出については、届書の
受領のみとなります

○ 年金事務所閉庁のため資格取
得・喪失手続きは、年金手帳・
資格喪失証明書などを持参した
場合に限ります。また、納付状
況の問い合わせもできません

介護保険室（１階）
緯433・7835

⃝�転入、転出などの異動に伴う介護保険の加入・脱退の手続き
⃝高齢者福祉サービスの申請受付

○ 要介護認定などの申請・相談業
務はお取り扱いできません

福祉総務課
障害者福祉係（１階）
緯433・7754

⃝�転入、転出などの異動に伴う身体障害者手帳・療育手帳
の変更・喪失手続き

○ 身体障害者手帳・療育手帳、在
宅援護などの申請・相談業務は
お取り扱いできません

税務課（１階）
緯433・7749

⃝転入、転出などの異動に伴う各種税証明の交付
⃝原動機付自転車の登録・廃車手続き

医療保険課（２階）
緯433・7712

（国民健康保険担当）
⃝転入、転出、転居などの異動に伴う課税内容の説明
⃝国民健康保険の加入・脱退手続き
⃝被保険者証の再交付手続き
（医療費給付係）
⃝国保高齢受給者証　資格取得・喪失・変更届の受付
⃝国保葬祭費・療養費などの支給申請の受付
⃝国保人間・脳ドック、PET検診補助申請の受付
（長寿医療係）
⃝後期高齢者医療�資格取得・喪失・変更届の受付
⃝�後期高齢者医療�葬祭費・療養費などの支給申請の受付
⃝�後期高齢者医療�人間・脳ドック、PET検診補助申請の受付

○ 保養施設の利用券の発行はでき
ません

○ 後期高齢者医療被保険者証、受
療証、各認定証、保養施設の利
用券の発行はできません

児童福祉課（２階）
緯433・7757

⃝�転入、転出、転居、出生などの異動に伴う、こども医療費、
児童手当などの手続き

○ 保育園・留守家庭児童指導室関
連の業務はお取り扱いできません

納税推進室（２階）
緯433・7709
緯433・7744

⃝通常業務を行います
　�（市税・国民健康保険税の納税、納税相談、介護保険料・
後期高齢者医療保険料の納付など）

学校教育課（１階）
緯433・7728

⃝転入、転出、転居に伴う転校、住所変更などの手続き
⃝転入、転出、転居に伴う区域外就学の手続き

○ 当日は、庁舎１階へ移動して業
務を行います



5　広報WARABI 1月・2月実施の窓口サービスアンケートへのご協力ありがとうございました／寄せられた1,074通の集計結果を→

　

消
費
生
活
に
関
す
る
学
習

成
果
の
発
表
や
啓
発
を
行
う
、

「
消
費
生
活
展
」が
２
月
22
日
、

23
日
に
中
央
公
民
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。
蕨
ひ
が
し
生
活

学
校
の
フ
ー
ド
ロ
ス
に
関
す

る
発
表
の
ほ
か
、
体
験
教
室

や
悪
徳
商
法
撃
退
の
講
演
会

が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
５
７
６

人
に
と
っ
て
暮
ら
し
を
見
直

す
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

郷土かるた大会が開催
　

蕨
の
歴
史
や
文
化
を
楽
し

み
な
が
ら
学
べ
る
、「
改
訂
版

わ
ら
び
郷
土
か
る
た
」。２
月

16
日
、
同
か
る
た
を
使
っ
た

大
会
が
中
央
小
学
校
で
開
か

れ
ま
し
た
。３
人
一
組
、81
チ

ー
ム
の
児
童
た
ち
は
勢
い
よ

く
札
を
取
っ
た
り
、
歓
声
を

上
げ
た
り
と
熱
戦
を
繰
り
広

げ
な
が
ら
、
ま
ち
へ
の
知
識

や
愛
着
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

伝統芸能で笑いの１日

街バル通じまちを堪能

　

毎
年
恒
例
の
「
新
春
図
書

館
寄
席
」が
、
２
月
８
日
、
市

立
図
書
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

落
語
家
の
三さ

ん

遊ゆ
う

亭て
い

鳳ほ
う

志し

さ
ん

が「
死
ぬ
な
ら
今
」、「
二
番
煎

じ
」、「
徂
徠
豆
腐
」の
３
演
目

を
巧
み
な
語
り
口
で
披
露
。

当
日
は
大
雪
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
が
、
会
場
は
大
い
に
沸

き
上
が
り
、
訪
れ
た
41
人
の

笑
い
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
創
出

や
魅
力
発
信
に
つ
な
げ
よ
う

と
、
２
月
13
日
か
ら
15
日
ま

で
、「
蕨
★
街
バ
ル
２
０
１
４
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内

全
域
で
１
０
３
店
舗
が
参
加

し
、
お
得
な
特
別
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
。
訪
れ
た
お
お
ぜ
い

の
皆
さ
ん
は
、
飲
食
や
買
い

物
を
通
じ
て
、
ま
ち
の
魅
力

を
再
発
見
し
て
い
ま
し
た
。

暮らし見つめる生活展

▼
蕨
警
察
署
少
年
剣
道
教
室　

火
・
木
曜
日　

午
後
６
時　

同
署 

小
・
中
学
生
≪
同
署
生
活
安
全
課
・

澤
野
・
緯
444
・
０
１
１
０
≫

▼
ス
ト
レ
ッ
チ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
男
だ
け
の
会　

火
・
木
曜
日　

午
前
７
時
半　

城
址
公
園　

寝
た

き
り
防
止
と
認
知
症
予
防　

50
歳

以
上
≪
平
田
・
緯
444
・
２
２
２
２
≫

▼
蕨
北
町
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団　

土
・
日
曜
日
・
祝
日　

北

小
学
校　

月
１
５
０
０
～
２
０
０

０
円
（
未
就
学
児
は
年
間
１
０
０

０
円
）　

年
中
～
小
学
生
≪
小
泉
・

緯
090
・
４
９
４
８
・
５
９
３
６
≫

▼
南
囲
碁
ク
ラ
ブ　

火
曜
日　

午

前
９
時
半　

南
公
民
館　

無
料
≪

井
上
・
緯
442
・
０
２
５
９
≫

▼
竹
紫
館
剣
道
教
室　

３
月
の
毎

週
土
曜
日　

午
前
９
時
半　

同
館 

満
５
歳
以
上
≪
浅
野
・
緯
080
・
９

６
６
０
・
１
９
４
６
≫

▼
土
曜
ダ
ン
ス
教
室　

月
２
回
土

曜
日　

午
後
１
時　

中
央
公
民
館 

月
２
２
０
０
円　

初
心
者
歓
迎

≪
原
・
緯
444
・
５
７
５
４
≫

〔
参
加
し
ま
せ
ん
か
〕

▼
初
心
者
剣
道
教
室　

３
月
の
毎

週
土
曜
日　

午
後
６
時　

市
民
体

育
館　

小
学
生　

基
礎
を
楽
し
く

指
導
≪
わ
ら
び
剣
友
会
・
岡
田
・

緯
090
・
５
３
９
６
・
２
４
１
６
≫

▼
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー　

６
日
・

13
日
・
27
日　

午
後
１
時　

文
化

ホ
ー
ル
く
る
る　

４
９
９
円
≪
犬

塚
・
緯
441
・
７
３
７
３
≫

▼
日
帰
り
旅
倶
楽
部　

代
々
木
の

杜
の
物
語　

５
月
17
日　

１
０
０

０
円　

説
明
会
あ
り
≪
岩
本
・
緯

090
・
３
４
３
１
・
４
２
９
５
≫

この数な～に
３年連続

　地域住民の学習活動に大きく貢献し
ている公民館を文部科学大臣が優良公
民館として表彰しています。今年度は
旭町公民館が選ばれ、市内の公民館が
受賞するのは下蕨公民館、西公民館に
続き、３年連続です。昭和37年開館の
旭町公民館は、平成22年度に蕨駅前の
公共公益施設くるる内への移転に合わ
せ、指定管理者制度を導入。民間のノ
ウハウや立地を生かした、若者や社会
人を呼び込む事業が評価されました。
今回の受賞に伴い、30日には記念事業
も開催されます（お知らせ版８㌻参照）。

　

７
年
前
に
来
日
し
、
昨
年

か
ら
南
町
に
暮
ら
す
ザ
ィ
ン

ミ
さ
ん
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
南
東

部
の
ダ
ウ
ェ
イ
出
身
で
す
。

１
歳
の
サ
イ
ロ
ン
君
と
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
バ
ン
ビ

ー
に
よ
く
訪
れ
、
催
し
に
参

加
し
た
り
、
マ
マ
ど
う
し
で

情
報
を
交
換
し
た
り
と
地
域

の
施
設
を
活
用
し
な
が
ら
、

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
ザ
ィ
ン
ミ
さ
ん
の
夢
は

料
理
人
で
あ
る
夫
・
サ
イ
キ

ョ
ウ
さ
ん
と
お
店
を
開
く
こ

と
。「
日
本
の
接
客
は
す
ば

ら
し
い
。
見
習
い
た
い
文
化

で
す
ね
」
と
話
し
、「
母
国
で

開
店
し
た
い
で
す
が
、
蕨
で

も
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
」と
、

目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

この
まちに

暮らして

潤　娜さん　 ミャンマー
南町２丁目・34歳

ザィンミ　タオさん

ま
・
ち
・
の
・
話
・
題
　
　

民間企業と協定を締結
　

災
害
時
に
備
え
、
２
月
21

日
、
市
が
水
道
業
務
を
委
託

し
て
い
る
株
式
会
社
両
毛
シ

ス
テ
ム
ズ
（
秋あ

き

山や
ま

力つ
と
む

代
表
取

締
役
社
長
）
と
協
定
を
結
び

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
災

害
に
よ
っ
て
水
道
施
設
が
被

害
を
受
け
た
場
合
、
市
民
か

ら
の
電
話
・
窓
口
の
対
応
や

応
急
給
水
活
動
へ
の
人
的
な

応
援
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
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Ｈ
Ｕ
Ｇ
訓
練（
避
難
所
運
営
訓
練
）の
様
子（
２
月
８
日
・
市
民
体
育
館
）

→から午後３時までは同カレッジの受講生や卒業生による発表会　問い合わせ＝同カレッジ事務局（緯444・2122）

ワ
ラ
ビ　

た
だ
い
ま
ー
。

お
母
さ
ん　

お
か
え
り
な
さ

い
。
今
日
の
学
校
の
避
難
訓

練
は
ど
う
だ
っ
た
？

ワ
ラ
ビ　

う
ん
。
地
震
発
生

の
校
内
放
送
が
あ
っ
て
、
ち

ゃ
ん
と
校
庭
に
避
難
す
る
こ

と
が
で
き
た
よ
。

お
母
さ
ん　

そ
れ
は
よ
か
っ

た
わ
ね
。
地
震
は
い
つ
起
き

る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
日
頃

の
訓
練
が
た
い
せ
つ
な
の
よ
。

ワ
ラ
ビ　

あ
れ
、
じ
い
ち
ゃ

ん
こ
れ
か
ら
お
出
か
け
？

じ
い
ち
ゃ
ん　

自
主
防
災
会

の
皆
さ
ん
と
訓
練
に
参
加
す

る
と
こ
ろ
だ
っ
た
ん
だ
よ
。

ワ
ラ
ビ　

自
主
防
災
会
っ
て

な
あ
に
？

お
母
さ
ん　

地
域
の
皆
さ
ん

が
自
主
的
に
連
携
し
て
防
災

市
内
の
37
町
会
全
て
に
自
主
防
災
会
が
組
織

訓
練
通
じ
て
強
ま
る
共
助
の
力
と
地
域
の
絆

活
動
を
行
う
団
体
の
こ
と
。

地
域
の
こ
と
は
地
域
で
守
ろ

う
と
い
う
こ
と
よ
。

ワ
ラ
ビ　

み
ん
な
で
協
力
す

る
と
い
う
こ
と
だ
ね
。

お
母
さ
ん　

災
害
時
に
は

「
自
助
」、「
共
助
」、「
公
助
」

の
連
携
が
た
い
せ
つ
で
、
地

域
に
お
け
る
取
り
組
み
を
共

助
っ
て
い
う
の
よ
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

自
主
防
災
会

は
、
現
在
、
市
内
37
町
会
全

て
に
組
織
さ
れ
て
い
る
ん
だ
。

ワ
ラ
ビ　

自
分
の
こ
と
だ
け

じ
ゃ
な
く
、
地
域
の
こ
と
を

考
え
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
ね
。

頼
も
し
い
や
。
い
つ
も
ど
ん

な
活
動
を
し
て
る
の
？

じ
い
ち
ゃ
ん　

そ
れ
じ
ゃ
、

今
日
は
ワ
ラ
ビ
も
い
っ
し
ょ

に
行
っ
て
み
よ
う
か
。

ワ
ラ
ビ　

こ
ん
に
ち
は
。

職
員　

今
日
は
ワ
ラ
ビ
ち
ゃ

ん
も
い
っ
し
ょ
な
ん
だ
ね
。

ワ
ラ
ビ　

う
ん
。
み
ん
な
は

な
に
を
し
て
い
る
の
？

職
員　

今
は
ね
、
Ｈ
Ｕ
Ｇ
訓

練
と
い
っ
て
、
平
面
図
を
用

い
て
、
災
害
時
に
ど
の
よ
う

に
避
難
所
を
運
営
す
る
か
考

え
る
訓
練
を
し
て
い
る
ん
だ
。

ワ
ラ
ビ　

そ
う
な
ん
だ
ー
。

職
員　

他
に
も
、
地
域
の
地

図
を
使
っ
た「
Ｄ
Ｉ
Ｇ
訓
練
」

な
ど
の
防
災
訓
練
や
研
修
な

ど
で
、
地
域
で
の
共
助
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
ん

親と子の
ニュースの
小窓

まちの防災力向上へ
地域で取り組む
自主防災会

小
学
校
で
も
定
期
的
に
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す（
東
小
学
校
）

　東日本大震災から間もなく３年。
あらためて地域のつながりのたいせ
つさが見直されているなか、市内全
37町会などでは自主防災会を組織し、
定期的な訓練や研修を通じて防災に
取り組んでいます。そこで今月は、
自主防災会についてご紹介します。

で
す
よ
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

そ
れ
ぞ
れ
の

自
主
防
災
会
で
も
、
独
自
に

炊
き
出
し
訓
練
を
行
っ
た
り
、

消
火
器
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

の
研
修
な
ど
を
開
い
た
り
し

て
い
る
ん
だ
。ま
た
、市
か
ら

は
自
主
防
災
会
へ
の
交
付
金

の
助
成
も
あ
り
、
お
か
げ
で

防
災
倉
庫
や
発
電
機
、
非
常

食
を
買
う
こ
と
が
で
き
た
よ
。

職
員　

日
頃
の
訓
練
や
備
え

が
地
域
防
災
力
の
向
上
に
つ

な
が
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
で

地
域
の
つ
な
が
り
も
よ
り
強

く
し
て
い
る
の
で
す
ね
。

ワ
ラ
ビ　

み
ん
な
の
絆
で
緊

急
事
態
も
乗
り
切
ろ
う
と
い

う
こ
と
だ
ね
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

そ
う
だ
。
ワ

ラ
ビ
も
共
助
の
た
い
せ
つ
さ

が
分
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、
早

速
、
防
災
倉
庫
の
掃
除
に
挑

戦
し
て
み
よ
う
か
。

ワ
ラ
ビ　

分
か
っ
た
！
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柚
ゆ

衣
い

ちゃん
（２歳４か月）

新
あら

井
い

　一
かず

成
なり

さん　
美
み

和
わ

さんの
長女　　　　

　　南町２丁目

蓮
れん

太
た

郎
ろう

ちゃん
（５歳10か月）

隼
しゅん

二
じ

郎
ろう

ちゃん
（２歳６か月）

髙
たか

橋
はし

　英
ひで

之
ゆき

さん　
陽
よう

子
こ

さんの
長男・次男　 　

　　中央１丁目

わらび学びあいカレッジ10周年記念講演会／15日　午後３時半　市民会館　出演＝勝村政信さん（俳優）　正午→

　
「
明
る
く
人
な
つ
っ
こ
い

兄
の
蓮
太
郎（
右
）と
、
芯
が

し
っ
か
り
し
て
い
る
弟
の
隼

二
郎（
左
）。最
近
は
、隼
二
郎

が
蓮
太
郎
を
ラ
イ
バ
ル
視
し

て
い
る
の
か
、
お
兄
ち
ゃ
ん

に
な
に
か
し
て
も
ら
う
の
を

嫌
が
る
ん
で
す
。
で
も
、
実

は
お
兄
ち
ゃ
ん
の
こ
と
が
大

好
き
で
、
い
つ
も
後
ろ
を
つ

い
て
回
り
ま
す
。
幼
稚
園
か

ら
帰
宅
し
た
姿
を
見
つ
け
る

と
う
れ
し
そ
う
に
駆
け
寄
る

ん
で
す
よ
。
そ
の
様
子
を
見

て
、
蓮
太
郎
も
に
っ
こ
り
。

そ
ん
な
二
人
に
は
い
つ
ま
で

も
仲
良
し
で
い
て
ほ
し
い
で

す
ね
」と
、母
親
の
陽
子
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－503－

かるた
ヘルスケア

　

イ
ス
ラ
エ
ル
の
学
者
ら
の

研
究
で
、
女
性
の
涙
を
採
取

し
て
20
余
人
の
男
性
に
嗅
が

せ
た
と
こ
ろ
、
血
液
中
の
男

性
ホ
ル
モ
ン
値
が
下
が
り
、

更
に
闘
争
本
能
や
男
性
ら
し

さ
を
つ
か
さ
ど
る
脳
内
の
活

動
を
低
下
さ
せ
る
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。「
男

性
は
女
性
の
涙
に
弱
い
」
と

は
よ
く
い
わ
れ
る
言
葉
で
す

が
、
科
学
的
に
も
立
証
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
あ
な
が
ち
間
違

い
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。
う
れ
し
涙
、
悔
し

涙
、悲
し
い
涙
、感
動
の
涙
、

ど
の
涙
も
過
去
か
ら
今
ま
で

が
あ
る
か
ら
こ
そ
の
、
強
く

て
す
て
き
な
涙
だ
と
個
人
的

に
は
思
っ
て
い
ま
す
が
・・・
。

DE

蕨
市
立
病
院

柴し
ば

田た 

優ゆ
う

子こ 

医
師

柴
田
医
師
の
健
康
増
進
外
来
は

木
曜
日
午
後
。
詳
細
は
市
立
病

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
を

涙
の
匂
い

な

　
「
こ
こ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
お
も
し

ろ
い
動
き
に
な
る
よ
」、「
ほ
ん
と
う
だ
、

す
ご
い
」と
、目
を
輝
か
せ
る
子
ど
も
た

ち
。
こ
れ
は
、
２
月
15
日
に
中
央
公
民

館
で
開
か
れ
た
「
小
学
生
の
た
め
の
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講
座
」
で
の
ひ
と
こ
ま

で
す
。
蕨
パ
ソ
コ
ン
支
援
隊
の
皆
さ
ん

に
よ
る
指
導
の
下
、
４
年
か
ら
６
年
生

ま
で
の
19
人
が
、
教
育
用
の
フ
リ
ー
ソ

フ
ト
を
使
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体

験
。
ゲ
ー
ム
の
制
作
に
も
挑
戦
し
た
子

ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
う
ま
く
な
っ
て
い

ろ
ん
な
も
の
を
作
っ
て
み
た
い
」
と
い

っ
た
声
も
。
そ
の
豊
か
な
発
想
や
好
奇

心
が
い
っ
そ
う
広
が
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

子どもクラブ小学生がゲーム制作に挑戦

中央公民館

　

先
月
、
元
日
本
テ
レ
ビ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
で
、
現
在
は
フ

リ
ー
と
し
て
、
東
京
Ｍ
Ｘ
テ

レ
ビ｢

５
時
に
夢
中
」
の
司

会
を
は
じ
め
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
町ま

ち

亞あ

聖せ
い

さ
ん
に
、
蕨
市
Ｐ
Ｒ
大

使
を
委
嘱
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
町
さ
ん
は
、
14
歳

か
ら
25
歳
ま
で
蕨
で
過
ご
し
、

お
母
様
の
介
護
を
し
な
が
ら
、

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
へ
の
夢
を
実

現
し
た
蕨
を
今
で
も
た
い
せ

つ
に
思
っ
て
く
れ
て
お
り
、

委
嘱
式
で
は
、
蕨
に
恩
返
し

す
る
つ
も
り
で
ま
ち
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
市
民
意
識
調
査
で
、

「
ま
ち
へ
の
愛
着
」が
こ
こ
数

年
で
い
ち
ば
ん
高
い
72
・
１

％
と
な
っ
た
こ
と
も
た
い
へ

ん
う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
が
、

こ
う
し
た
ま
ち
を
愛
す
る
心

が
、
市
政
発
展
の
原
動
力
で

あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
実

感
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
愛

さ
れ
る
、
そ
ん
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市長　賴 髙 英 雄

蕨市ＰＲ大使に
アナウンサーの町亞聖さん

68

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木曜日。
ただし、今月は13日。４月は
３日です。時間は午後１時～
５時を予定しています。
　ご希望のかたは秘書広報課

（緯433・7701）へ
市役所で執り行われた委嘱式（２月10日）
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史
民
俗
資
料
館
で
開
催
中

の
特
別
展
「
春
の
文
化
祭

―
あ
～
と
の
山
盛
り
―
」。段
ボ
ー

ル
ア
ー
ト
や
切
り
絵
、水
彩
画
、３

Ｄ
ピ
ク
チ
ャ
ー
な
ど
５
人
の
芸
術

家
に
よ
る
異
色
の
コ
ラ
ボ
作
品
展

で
す
。
そ
の
な
か
で
も
、
ひ
と
き

わ
愛
ら
し
い
ミ
ニ
チ
ュ
ア
陶
器
の

数
々
。
作
者
は
豆
陶
芸
家
の
沖
田

直
子
さ
ん（
錦
町
６
丁
目
）で
す
。

　

陶
芸
と
の
出
合
い
は
約
20
年
前
。

当
時
の
陶
芸
ブ
ー
ム
も
あ
り
、
川

口
市
内
の
工
房
に
通
い
始
め
ま
し

た
。
初
め
は
茶
碗
や
器
づ
く
り
な

ど
に
励
ん
で
い
た
沖
田
さ
ん
で
す

が
、あ
る
日
、ふ
と
友
人
か
ら
見
せ

ら
れ
た
の
が
繊
細
で
小
ぶ
り
な
豆

皿
や
手
塩
皿
で
し
た
。「
私
の
性
格

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
お
も
し
ろ
い
か

も
」と
、そ
ん
な
い
た
ず
ら
心
か
ら

●広報蕨　№753　●発行 ／ 蕨市役所　〒335－8501　埼玉県蕨市中央５－14－15　☎048（432）3200　　●編集 ／ 秘書広報課広報広聴係

広
報
蕨　

七
五
三
号　

平
成
二
十
六
年
三
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
豆陶芸家　　　　　　　　

沖
おき

田
た

 直
なお

子
こ

 さん

歴

ミニチュアの世界へようこそ

豆
陶
器
の
制
作
を
開
始
。
し
だ
い

に
の
め
り
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
手
が
け
て
き
た
作
品

は
８
０
０
点
以
上
。
平
成
13
年
に

は
同
資
料
館
で
も
個
展
を
開
催
し
、

僅
か
数
㌢
の
一
輪
挿
し
や
ぐ
い
飲

み
、
花
飾
り
な
ど
の
作
品
が
訪
れ

た
人
た
ち
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
「
小
さ
い
物
だ
か
ら
こ
そ
、
こ

だ
わ
り
を
詰
め
る
の
が
楽
し
い
で

す
ね
」
と
沖
田
さ
ん
。
制
作
は
極

め
て
細
や
か
な
作
業
で
す
。
針
や

竹
串
な
ど
も
使
い
、
指
先
の
感
覚

だ
け
を
頼
り
に
土
を
形
成
し
、
窯

で
焼
き
、筆
で
絵
付
け
、質
感
や
色

合
い
を
出
す
た
め
の
釉ゆ

う

薬や
く
を
塗
り

重
ね
、
自
身
の
感
性
で
丁
寧
に
作

品
を
形
づ
く
り
ま
す
。
ま
た
、「
陶

器
は
焼
く
こ
と
で
よ
り
表
情
が
豊

か
に
な
る
。
一
つ
と
し
て
同
じ
物

は
出
来
ま
せ
ん
」
と
、
新
た
な
陶

器
と
の
巡
り
合
わ
せ
も
楽
し
み
に
、

日
々
、制
作
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
人
形
の
仕
草
や
表
情
が

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
お
と
ぎ
話
「
舌
切

り
雀
」、
精
巧
な
ち
ゃ
ぶ
台
、
彩
色

豊
か
な
百
人
一
首
の
絵
皿
な
ど
約

２
０
０
点
を
出
展
。
ど
れ
も
温
和

で
か
わ
い
ら
し
い
作
品
ば
か
り
で

す
。「
皆
さ
ん
の
反
応
が
楽
し
み

で
す
ね
。ぜ
ひ
笑
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
、ほ
ほ
え
む
沖
田
さ
ん
。同
展
は

４
月
29
日
ま
で
。
虫
眼
鏡
を
ご
準

備
の
上
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
世
界
を

の
ぞ
き
に
来
て
は
い
か
が
で
す
か
。

愛らしい作品に囲まれる沖田さん

輝

いて
ます

　

蕨
子
ど
も
科
学
教
室
は
、
蕨
の
児

童
・
生
徒
に
、科
学
を
中
心
と
し
た
理

科
へ
の
関
心
や
知
識
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
標
に
、
平
成
21
年
に
設

立
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

現
在
、
会
員
は
10
人
で
、
中
学
生
か

ら
元
大
学
教
授
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

経
歴
の
持
ち
主
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　

団
体
名
の
と
お
り
、
私
た
ち
が
力

を
入
れ
て
開
催
し
て
い
る
の
が
、
子

ど
も
向
け
の
科
学
教
室
で
す
。
こ
の

教
室
で
は
、
実
験
で
使
う
道
具
を
自

分
で
工
作
し
て
も
ら
う
な
ど
、
科
学

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
今
月
は
小
学

生
を
対
象
に
、
27
日
に
西
公
民
館
で

ス
ト
ロ
ー
の
楽
器
な
ど
を
使
っ
て
音

に
つ
い
て
学
ぶ
教
室
、
29
日
に
は
旭

町
公
民
館
に
て
レ
モ
ン
の
電
池
で
電

気
の
し
く
み
に
つ
い
て
学
ぶ
教
室
を

開
催
し
ま
す
（
お
知
ら
せ
版
８
㌻
）。

　

こ
の
他
、
定
期
的
に
講
習
会
を
開

く
な
ど
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
の

向
上
も
図
り
な
が
ら
、
蕨
に
科
学
の

不
思
議
や
お
も
し
ろ
さ
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
科
学
を
楽
し
ん

で
み
た
い
か
た
は
、
と
も
に
活
動
し

ま
せ
ん
か
。副
会
長
・
棚た

な

橋は
し（

☎
211
・

０
０
３
０
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

吉
よし

田
だ

 俊
とし

久
ひさ

 会長

消費生活展でも科学教室を開催（２月23日）

～蕨子ども科学教室～

紹介します！ 皆さんの市民活動

キラリ‼　
　みんなの力

広
げ
た
い
科
学
の
魅
力
と

児
童
生
徒
の
好
奇
心
の
輪

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
わ
ら
び

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
☎
445
・
７
２
５
６
）の
市
民
活
動

登
録
団
体
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

メッセージ


